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からと子ども食堂「縁」活動報告
　今までの生活の中でボランティアをするとい
うことがなかったのですが、ある程度の年齢を
重ねてきて、住み慣れた地域との関わりをして
いかなければいけないのではと思っていたとこ
ろ唐戸に子ども食堂ができたことを知りまし
た。知人がやっていることもよかったのです
が、早速、協力したいと参加をお願いしまし
た。
　厨房係と会場係とに別れて行います。
　厨房係は、料理を作ります。スタッフは主婦
なので慣れたものです。
　会場係は、テーブルの設置と人数の確認、配
膳、下膳、おいしく食べてもらう雰囲気作りに
努めます。
　低学年の女の子が私のところに来て『なかや
まさん』と名前を呼んでくれました。名前を呼
ばれたことにびっくりしたのですが、その時は
名札をつけていました。
　『なかやまさん』『テーブルにお茶がこぼれ
た。自分がこぼしてしまった。拭くものがほし
い。』テーブルにいき、ぬれたテーブルを拭き
ました。
　『なかやまさん』『トイレに行きたい』２階
にあるトイレに案内します。
　仕事柄名札を付けることはあるのですが、子
どものかわいい声で呼ばれることに慣れていな
い自分にびっくりです。又きちんと名前を呼ん

開催日時：毎月第 2木曜日 16 時～ 18 時（食事提供 17時～）
開催場所：教法寺（赤間町）
参　加　費：中学生以下  無料・高校生以上  300 円
申　込　先：中東地区まちづくり協議会事務局
電話・FAX：083-250-8380（月・水・金　9:00 ～ 14:00）

えん

でくれたことにうれしく、名札も必要だと感じ
た日でした。
　コロナ禍での子ども食堂は、検温、手指消
毒、お弁当に変更したり、黙食をお願いしたり
と制限があり、大変でしたが皆さんが『おいし
かったよ』『ごちそうさまでした』と帰って行
かれます。
　スタッフ一同、季節のもの、地域のもの、話
し合いをしながら、メニューを考えて、美味し
い食事を提供できるように又楽しい雰囲気の中
で、過ごしてもらえるように努めて、頑張って
いきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　中山春美

中東地区まちづくり協議会　会員募集しています。
いっしょに楽しくあなたのスキルを生かしてみませんか？　興味のある方は事務局までご一報下さい。TEL083-250-8380

中東地区まちづくり協議会
第 8回通常総会において、すべての議案が承認されました。
総会の議事録等を閲覧希望の方は、事務局までご連絡ください。

　
令
和
５
年
度
中
東
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
事
業
運
営
に
あ

た
り
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
五
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
八
回
総
会
に
お
き
ま
し
て

二
期
目
の
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
、
新
役
員
の
方
々
と
協
議
会
運
営

の
任
に
あ
た
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

会
員
各
位
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
住
み
続
け
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
を
ふ
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
林
眞
一
郎
前
会
長
が
策

定
さ
れ
た
「
第
一
期
ま
ち
づ
く
り
地
域
計
画
」
の
基
本
理
念
を
ふ

ま
え
、
役
員
の
方
々
と
理
解
を
深
め
な
が
ら
事
業
運
営
を
推
進
す

る
中
、
思
い
が
け
ず
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
業
も

あ
り
ま
し
た
が
、
部
会
を
中
心
と
し
た
活
動
を
持
続
し
な
が
ら
、

地
域
の
人
た
ち
が
自
主
的
か
つ
主
体
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
関
係
者
の
ご
努
力
に
よ
り
、
皆
さ
ま
か
ら
高
い
評

価
を
い
た
だ
い
た
事
業
も
多
く
育
ち
ま
し
た
。
春
夏
秋
冬
を
通
じ

た
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
は
畝
づ
く
り
か
ら
収
穫
ま
で
の
農
作
業
体

験
を
通
じ
て
地
域
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
本
事
業

は
昨
年
度
末
を
も
っ
て
惜
し
ま
れ
な
が
ら
閉
園
い
た
す
こ
と
と
な

り
ま
し
た
）

　
ま
た
、
北
浦
街
道
の
名
所
旧
跡
を
訪
ね
る
「
ま
ち
歩
き
&
お
宝

探
し
」
は
、
地
域
固
有
の
歴
史
・
町
並
み
・
史
跡
な
ど
の
伝
統
文

化
の
魅
力
を
見
つ
め
な
お
す
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
更
に
は
、

季
節
行
事
で
あ
る
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
ツ
リ
ー
の
点
灯
」
は
、
地

域
住
民
パ
ワ
ー
に
よ
る
成
果
で
あ
り
、
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
大

切
さ
と
行
き
交
う
人
々
に
夢
と
希
望
・
明
る
さ
を
与
え
る
年
末
年

始
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
小
学
生
を
対
象
と
し
て
域
内
の
小
学
校
及
び
学
習
プ
ラ
ザ
で
開

催
し
た
「
劇
団
に
よ
る
公
演
（
楓
子
飛
べ
）」
は
、
す
ば
ら
し
い

演
技
の
世
界
に
見
入
り
、
多
く
の
感
動
が
生
ま
れ
ま
し
た
。「
百

歳
体
操
の
普
及
拡
大
活
動
」
で
は
、
自
治
会
へ
導
入
が
広
が
り
、

唐
戸
地
区
を
中
心
に
実
施
し
た
「
親
子
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

に
は
、
幼
児
を
連
れ
た
多
く
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
参
加
さ
れ
、
地

域
を
知
る
と
と
も
に
親
子
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
八
年
目
を
迎
え
、
組
織
力

の
微
妙
な
変
化
を
補
う
対
応
策
の
一
つ
と
し
て
は
、
部
会
横
断
的

な
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
」
を
積
極
的
に
編
成
し
て
、
昨
年

は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
中
東
地
区
の
ま
ち
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
行
政
、
学
校
、
唐
戸
商
店
会
等
多
く
の

方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
誰
も
が
参
加
で
き
る
形
で
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
自
主
的

か
つ
主
体
的
に
行
う
に
は
、
地
域
住
民
と
結
び
つ
く
部
会
提
案
を

尊
重
し
つ
つ
、
ふ
さ
わ
し
い
ス
キ
ル
を
有
し
た
協
力
的
な
チ
ー
ム

を
組
ん
で
、
ま
ち
協
パ
ワ
ー
を
発
揮
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
三
年
数
カ
月
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
「
三
密
」

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」「
マ
ス
ク
着
用
」
等
「
新
し
い
生

活
様
式
」
に
も
配
意
し
つ
つ
、
早
く
日
常
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ

う
、
行
政
を
は
じ
め
地
域

の
方
々
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
令
和
五
年
度
の
事
業

を
推
進
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご

健
勝
と
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
・
ご
発
展
を
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
事
業
運
営
の

ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

(
)

このまちに この人 NO.8

　60歳を過ぎ料理人としての
最後の集大成として自分の料理
を追求したいとの思いで、生ま
れ育った古串屋を定年退職し、
「味美神在」を昨年3月1日に
オープン致しました。
　ご縁と思いがあって、下関の観光スポットでアクセス
も良く、母の実家で約80年余りの歴史をもつふぐの老舗
「株式会社酒井商店」のある唐戸で出店する運びとなり
ました。

　京都吉兆嵐山本店での下積み
を経て、四十年の技術を詰め込
んだ「会席箱膳めぐり」「御造
り膳しずく」「全十二品のコー
ス料理懐石神在」でスタートい
たしましたが、お食事をより楽
しんでいただけるセットメ

ニュー、季節の単品メニューも追加いたしました。

味美　神在
　また折詰膳は、お祝い事から
満中陰、年忌法要など皆様の大
切なお席に幅広くご利用いただ
いております。多彩な食材と調
理法が魅力の和食中心の季節料
理を時間を気にせず楽しんでい
ただける様に、店のロゴに使わ
れている秋桜の花言葉「調和」をテーマに、料
理、人、しつらえを整え皆様のご来店を心よりお
待ちしております。

―――――――――――――
　味美　神在（あじみじんざい)
　　☎083-250-7823　※予約がオススメ
　　下関市宮田町2-3-19
　　営業時間：11:30～14:30（13:30 L.O）
　　　　　　　17:30～21:00（20:00 L.O）
　　定休日：日曜、木曜（祝日の場合は営業）
　　駐車場：なし ※近隣に有料駐車場あり

　店主　神在　久人

今
後
の
予
定

7月3日㈪「歌声喫茶」
　

9月3日㈰「高潮ハザードマップの見方・利用の仕方」

10月22日㈰「《詩人・金子みすゞ》誕生100年イベント」

地域の行事　
7月中旬　幽霊まつり　 永福寺
7月29日・30日　亀山八幡宮夏越祭
　　　　  (30日　午後８時　花火大会)
8月13日　関門海峡花火大会




